
はじめに
　コテングコウモリMurina ussuriensis は管状の鼻孔と
黄茶褐色の体毛に特徴があり、昼間の休憩場所（ねぐら）
や冬眠場所には主に樹洞などを利用するコウモリ類であ
る（阿部ほか ,2007）。また秋季のねぐらとして枯れ葉を
利用することが報告されている（山本 ,2006）。日本では
北海道、本州、四国、九州等に生息している。神奈川県
においては箱根山地（前田 ,1979）や丹沢山地において
発見されている（山口 ,2002）。しかし、報告例はきわめ
て少なく神奈川県のレッドリストでは絶滅危惧Ⅰ類にラ
ンクされている（広谷 ,2006）。
　今回、筆者らは相模原市で初記録となるコテングコウ
モリを発見したためここに報告する。

確認状況
　筆者らは 2014 年 9 月 20 日に神奈川県相模原市緑

区中沢にある藤野津久井線から入った道沿いのクズ
Pueraria lobataの枯れ葉の中にコテングコウモリが入っ
ているのを 2カ所で発見した（図 1）。クズの葉は枯れ
て丸まっており、その葉の中に入る形でコテングコウモ
リが休息していた（図 2）（図 3）。1個体は葉に入った
状態で写真撮影をした後、気付いて飛び去ってしまった。
目視の際に特徴的な管状の鼻孔が確認されたことと、体
毛が黄茶褐色で金色の刺毛があること、葉の大きさが
68mmと小さいことなどからコテングコウモリと同定し
た。

考察
　筆者らが発見した 10 日後の 2014 年 9 月 30 日に同じ
場所に行った際には同じクズの葉は落ちてしまってお
り、他の葉でも確認することはできなかった。筆者らは
その後も葉が完全に落ちる 11 月 15 日まで 10 日に一度
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訪れて確認した所、確認できなかった。コテングコウ
モリが秋季に枯れ葉をねぐらとして利用することは山
本（2006）などで知られており、今回の発見場所もそう
した利用ではないかと考え、翌年 2015 年 9 月 10 日か
ら 10 月 15 日にも同様の確認調査を行ったが確認できな
かった。
　現在、神奈川県内においてコテングコウモリが確認さ
れている場所は丹沢山地の玄倉流域沿いと箱根産地に限
られており、関東山地の派生として位置する相模原市緑
区周辺ではこれまで確認されていなかった。今後の調査
においては国土交通省国土技術政策総合研究所が提示し
ている『コウモリ類の調査の手引き（案）』に基づき、バッ
トディテクター等を用いた調査が必要であると考えられ
る。
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